
(資料2)　主要国の留学生支援機関
国名 ドイツ フランス カナダ ニュージーランド オランダ 中国 日本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　機関名

　　　　　　項　目

政府 民間 政府 民間 政府 民間 政府 準政府 民間 準政府 民間 準政府？ 政府

機関のウェッブサイト http://aei.dest.gov.a
u/AEI/default.htm

http://www.idp.com
/

http://www.britishc
ouncil.org/

http://www.britishc
ouncil.org/ecs/partn
ership/

http://www.educatio
nusa.state.gov/

http://www.iie.org/ http://www.daad.de
/en/index.html

http://www.edufran
ce.fr/en/

http://www.cecnetw
ork.ca/

http://www.educatio
nnz.org.nz/

http://nuffic.nl http://english.hanba
n.edu.cn/market/Ha
nBanE/412360.htm

http://www.jasso.go.
jp/

学生向けのサイト http://www.idp.com
/students/

http://www.educatio
nuk.org/

http://educationusa.
state.gov/

http://www.daad.de
/en/index.html

http://www.edufran
ce.fr/en/

www.studycanada.ca http://nuffic.nl/ http://www.jasso.go.
jp/study_j/info.html

法人格･組織形態 オーストラリア教
育省の一部

オーストラリアの
38の大学によって
設立された非営
利の民間組織

FCO（外務省）傘
下の独立行政法
人（charity）

1984年に設立さ
れたECSが、2005
年にEducation UK
 Partnershipとして
改組された。
British Councilと
協力する会員組
織。

米国国務省がサ
ポートする世界中
に450以上ある
Advising Centre
のネットワーク

1919年に設立さ
れた民間非営利
組織
850の大学･カレッ
ジをメンバーとす
る

私法上の登記済
社団
（但し、職員の身
分は公務員の１
形態である公勤
務職員
（Angestellte）であ
る）

国民教育省と外
務省が共管する
公益機関
（文化通信貿易省
も支援）
130高等教育機関
が共同利用

民間独立非営利
会社
290以上の大学や
高校などの教育
機関がクライアン
ト

非営利慈善信託
（チャリタブル・トラ
スト)
国際教育関連機
関・団体をメン
バーとする

主としてオランダ
教育省･外務省と
の契約に基づい
て活動する独立
非営利組織

中国教育部傘下
の非営利法人。
本部は北京。全
世界の大学等と
のパートナーと協
力して○○孔子
学院という形で世
界展開

文部科学省傘下
の財団法人

予算/収入源 政府予算 すべて事業収入
2003年度
･学生ｻｰﾋﾞｽ 29億
・開発事業 12億
・試験評価 25億
・その他 0.3億円
計約 66億円

2000年度予算
総額約783億円、
内1/3はFCOより
の資金

2004年現在314の
教育機関が会員
であり、その一般
会費、国別会費
が主たる収入源
B.C補助金  2.3億
会費 　　　　4.8億
フェア収入 1.2億
開発事業等 0.3億
計 約85億円

政府予算 2003年度
受託事業 166億
寄付金 13億
投資収益 7億
出版 0.2億
特別ｲﾍﾞﾝﾄ 0.5億
会費 0.4億
その他収入 0.7億
計約 188億円

2001年度予算は
約296億円。
うち86.6％は連邦
政府よりの資金。
この他に欧州連
合、民間企業、財
団、民間寄贈者よ
り、資金提供を受
けるためDAAD財
団がある。

当初４年間は国
が出資（計約22億
円）、
以降は独立採算
制（利用機関が負
担）

2005年度
政府CIDA/DFAIT
補助金 0.7億
教育フェア 4億
クライアントサー
ビスフィー 1.3億
その他 0.7億
計約 7.8億円

教育法で教育輸
出課徴金 $185と
授業料収入の
0.45％が課され、
それが教育輸出
産業育成基金に
プールされ、それ
が収入源の一部
となっていると思
われる

2004年度
受託事業収入(教
育省･外務省・EU
ほか）102億
補助金 (教育省･
外務省・EUほか）
23億
計約125億円

世界各地の孔子
学院は若干の中
国政府からの補
助金、職員の派
遣のほかは、基
本的にパートナー
大学等が負担。
授業料等の収入
はパートナー側が
取る。

2002年度、当時
AIEJの時の予算
は88億円（うち国
庫補助金35%、受
託事業費40%（国
の関係事業）)

海外事務所数 7カ国13都市に事
務所（うち4つはイ
ンドネシア国内）
ほとんどは大使
館･領事館の中に
設置

31カ国に69ヶ所以
上に事務所

110カ国の229都
市に事務所

UK Partnershipで
ファイナンスして
いるのは18カ国
18ヶ所
その他にもBritish
Councilの海外事
務所に相乗り

世界中の450以上
あるAdvising
Centreのネット
ワークを地域ごと
9ヵ所に配置した
地域コーディネー
ターが維持管理
する

世界12カ国18ヵ所
に事務所

13カ国の13都市
に事務所

35ヶ国の80ヶ所に
CampusFrench
Officeを展開
（CNOUS
International及び
EGIDEとの共同展
開）

17カ国の17都市
にCanadian
Education
Centresを展開

不明 北京･台北･ジャカ
ルタの3ヶ所に
Netherlands
Education
Support Officeを
もつ

2004年11月に韓
国に初めて設立し
て以来急速に拠
点数を増やしてお
り、2006年末時点
では全世界で100
箇所を大きく超え
ていると思われ
る。

アジア4カ国の4都
市に事務所

主な国際教育関係業務内容

① 海外での準備教育/試験の実施

　　・語学教育･予備教育プログラム × ○ ○ × × ○ ○ × ○ × ○ ○ ×

　　・試験・評価サービス × ○ ○ × × × ○ × × × × ○ ○

② 学生へのサービス

　　・留学情報の提供・広報 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

　　・相談、カウンセリング × ○ × ○ ○ × △ ○ ○ × ○ ○ △

　　・仲介業務（手続代行等） × ○ × ○ ○ × △ ○ ○ × ○ ○ ×

　　・住居の紹介 × ○ × ○ ○ × △ ○ ○ × × ×

　　・出迎、書類提出等到着時支援 × ○ × ○ ○ × △ ○ ○ × × ×

③ 大学等教育機関へのサービス

　　・教育輸出業界の指導/ﾛﾋﾞｲﾝｸﾞ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　・市場情報の収集･提供 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　・大学情報の掲示・広報 × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○

　　・留学フェア･イベント･ミッション ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　・訪問者の現地ロジ支援 × ○ × ○ ○ × × ○ ○ × ○ ×

　　・リクルート活動代理業務 × ○ × ○ ○ × × ○ ○ × ○ ×

　　・現地実施試験の管理 × ○ × ○ ○ × × ○ ○ × ○ ×

　　・ｵﾌｼｮｱﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ立上げ･運営の仲介 × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ×

　　・遠隔教育の現地支援 × ○ × ○ ○ × × ○ ○ × ○ ×

　　・各種受託調査 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

　　・国際教育担当/Agetntトレーニング ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

　　・同窓会の現地での支援・管理 × ○ × × × × ○ ○ ○ × ○ ×

　　・国際教育関連セミナーの開催 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ 国費留学等への支援サービス ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ○ △

⑤ 各種奨学金の管理 ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × ○ ○ ○

⑥ 援助事業/国際開発事業 × ○ × ○ × ○ ○ × × × × ×

⑦ 企業等への人材斡旋業務 × ○ × × × × △ × × × × ×

⑧ 国際教育関係出版事業 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Education New
Zealand

Nuffic JASSOIIE DAAD
Agence
Edu France

British Council
孔子学院

Confucius Institute

オーストラリア

EducationUSA

アメリカ

AEI IDP
Education UK 
Partnership

イギリス

CEC Network

Asia SEED 2007.3


